
令和４年度  学 校 評 価 
内子町立小田小学校  

１ 実施期日  令和４年１２月～令和５年２月  対象  保護者 27名 児童 38名 教職員 10名 

２ 評  価  ５段階評価（そう思う・だいたいそう思う・あまり思わない・思わない・分からない） 

３ 評  定  肯定的意見・・・「思う・やや思う」、否定的意見・・・「あまり思わない・思わない」 

 

教 育 目 標 ふるさとに誇りをもち、自ら学び、自ら考える児童の育成 

基 本 方 針 ・「いきる力」を育み、子ども一人一人が輝く学校づくり 

・心の教育の充実を図り、人権が尊重される学校づくり 

・「ふるさと小田」のよさを生かした特色ある学校づくり 

・安心・安全で信頼される学校づくり 

平均 80％以上･･･Ａ、但し 75％以下がある場合･･･Ｂ 

 アンケート項目 評価結果 考察・改善 学校評価委員の評価 評定 

 

 

 

 

児
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の

様

子 

に

つ

い

て 

 

 

 

 

○ 児童は楽しく

学校に通ってい

る。 

肯定的意見 

保護者 89% 

教職員 100% 

児 童 86% 

昨年度より「５」の付く日を挨拶の日として

児童、教師で挨拶を行っている。昨年度と比較

すると進んで挨拶をする児童が増え、評価も上

がっている 隣接する小田中学校とタイアップ

しながら、挨拶運動を推進していきたい。また

今年度は全校遊びだけでなく中学生との遊び時

間も設け、楽しく活動することができた。無理

せず機会を設けて交流を図っていきたいと考え

る。 

２学期より「おしゃべりタイム」を実施、児

童一人に対して２名の教職員が、じっくりと話

を聞く時間を設けた。全職員が全児童の様子に

気を配り、共通理解のもと全児童が毎日楽しく

通える学校づくりを目指していく。 

 

大変素直で元気な児童が

多く、気持ちのよい挨拶が

できている。 

積極的に挨拶をする児童

が増えた。 

アンケートの中に挨拶を

返してくれない先生がいる

との意見があった。まずは

大人から手本を示すべきで

ある。 

基本的な生活習慣を身に

付けることはとても大切な

ことである。１００％を目

指してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

○ 児童は、進ん

で挨拶をしてい

る。 

肯定的意見

保護者 93% 

教職員 100% 

児 童 100% 

○ 児童は、外で

遊ぶなど進んで

体を動かしてい

る。 

肯定的意見

保護者 81% 

教職員 100%  

児 童 94% 

○  児童は、「早

寝・早起き・朝

ごはん」の基本

的習慣が身に付

いている。 

肯定的意見

保護者 85% 

教職員 100% 

児 童 89% 

 

 

 

 

 

学
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に
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○ 児童は、授業

が「分かりやす

い」または「楽

しい」と思って

いる。 

肯定的意見

保護者 78% 

教職員 100% 

児 童 75% 

  

分からない

保護者  4% 

法令で定められている基準により現在の３・

４年生、５・６年生が複式学級対象となるが、

教頭が学担をすることにより３・４年生のみ複

式となっている。教科によっては時間割の工夫

により単式で行えるよう配慮をしている。 

月末テストに向けての学習を継続的に続け、

漢字・計算ともに効果的だった。全国学力学習

状況調査においても昨年度同様よい成績を収め

た。少人数のよさを生かし個別対応等で一人一

人のつまずきに応じたきめ細かな指導を継続

し、基礎・基本となる学力の定着に力を入れて

いきたい。 

課題は家庭学習だ。本年度、低・中・高学年

ごとに「家庭学習のすすめ」を作成した。来年

度は当初よりこれを活用し、家庭の理解と協力

を得ながら進めていきたい。 

学力には個人差がある

が、少人数のよさを生かし

て個別の対応をするなど工

夫をしている。 

基礎的な学力の定着と向

上のためによい取組がされ

ている。 

自主的な学習習慣は不十

分であるように感じる。し

っかり身に付けられるよう

努力が必要である。 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

○ 児童は、家庭

で学習する習慣

が身に付いてい

る。 

肯定的意見

保護者 78% 

教職員 88% 

児 童 69% 

 

 

 

生

徒

指

導

・

児

童

理

解 

に

○ 児童は思いや 

りのある心が育

っている。 

肯定的意見

保護者 96% 

教職員 100% 

児 童 100% 

 

お互いによいところを認め合ったり、協力し

合ったりすることで、仲間作りを行い、思いや

りの心を育んできた。引き続き道徳の授業の充

実や様々な体験活動、交流活動の実践を通し

て、豊かな心を育んでいきたい。 

毎月の生活アンケートなどで児童の実態把握

に努めている。悩みの有無に関わらず、個別に

話を聞く時間を設けている。「おしゃべりタイ

ム」とも合わせて教職員間の情報交換を密に

し、児童のサインに気付き早期の対応を行う。

その際には必ず記録を残すことを徹底する。 

「おしゃベりタイム」の取

組は児童の小さな変化にも

早期に対応できるよい取組

だ。児童も相談しやすく、

話しやすいと思う。 

教職員間で情報を共有し

て対応できている。 

「学校の先生に相談した

い。」というような学校づく

りに期待したい。  

 

 

 

 

 

Ａ ○ 学校は、いじ

めや差別のない

楽しい学校づく

りに努めている。 

肯定的意見 

保護者 78% 

教職員 100%  

児 童 97% 

 

分からない 

保護者 11% 



つ

い

て 

○ 学校は、児童

理解や信頼関係

づくり努めてい

る。 

肯定的意見 

保護者 78% 

教職員 100%  

児 童 92% 

 

分からない 

保護者  7% 

 現在不登校児が 1 名いるが、関係諸機関とも

連絡を密にして対応を行っている。 

 

 

特

色

あ

る

教

育

活

動 

○ 学校は、小田

の人・自然・文

化を生かした教

育活動の充実に

努めている。 

肯定的意見 

保護者 100% 

教職員 100% 

児 童  92% 

 

ふるさと学習に関する活動が増えた。地域に

出かけていったり地域の方をゲストティーチャ

ーとしてお招きしたりする学習活動を行うこと

ができた。運営協議会「おだの学び部会」で作

成している人材バンクを活用し、来年度も充実

した学びの場をつくっていきたい。 

 愛大の井口先生との活動

は意義深い者だった。来年

度は地域の方にも見ていた

だきたい。 

小田ならではの教育活動

ができている。人材バンク

やサポーター登録者も増え

ており、地域との交流が深

まることに期待する。 

人材バンクを活用した活

動を定期的に行っていくこ

とが大切である。 

 

 

 

 

 

Ａ 

健 

康 

・ 

安 

全 

教 

育 

 

○ 学校は、健康

安全や防災教育

の充実に努めて

いる。 

肯定的意見 

保護者 96% 

教職員 100% 

児 童 100% 

 

分からない 

保護者  ４% 

集団下校時には交通安全面だけでなく、不審

者対応、水の事故防止など、身を守る行動につ

いて継続した指導を行ってきた。 

幼・小・中合同の避難訓練を継続し、内容を工

夫するとともに、「自助・共助」の意識を高める

安全教育に努めている。引き続き地域の防災活

動にも積極的に参加していきたい。 

児童が欠席したときや学校で体調不良になっ

た場合には、学校より電話連絡を行い、健康状

態等の確認を行ったが、「分からない」と答えた

保護者が 11％もあった。誠実な対応と連絡をさ

らに徹底していく必要がある。 

外回りの物も含めて、今後も、児童にとって

危険な物はないかを、複数の目で常にチェック

し、安全管理を徹底していきたい。 

今年度作成した防災マニュアルをもとにいざ

という時の職員の動きについて毎年度確認を行

うことが必要である。 

 

 

 

 

登校時の見守り活動も広

がってきている。今後も継

続した活動ができるとよ

い。 

学校メールなどで不審者

情報も知ることができ、対

応ができていると感じる。 

自治会との合同訓練など

よい取組だと思う。いろい

ろな場面を想定しながら今

後も継続していくとよい。 

大きな事故は起きていな

いが、地域ならではの危険

がたくさんある。今一度、

危険箇所については議論す

る必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

○ 学校は、児童

の病気やけがな

どの対応を適切

に行っている。 

肯定的意見 

保護者 78% 

教職員 100% 

児 童 100% 

 

分からない 

保護者 11% 

○ 学校は、子ど

もが安心して学

べるような施設

環境になってい

る。 

肯定的意見

保護者 89% 

教職員 100% 

児 童  97% 

 

分からない 

保護者  11% 

保 

護 

者 

・ 

地 

域 

と 

の 

連 

携 

○  学 校 は 、 学

校・学級通信・

ＨＰなどで積極

的に児童の活動

の様子等を伝え

ている。 

肯定的意見 

保護者 89% 

教職員 89% 

 

分からない 

保護者  ４% 

毎日ホームページを更新し、児童の様子や学校

の教育活動の様子を紹介し、多くの方に見てい

ただいた。また、校報や学級通信で行事に関す

る児童の感想等を掲載して、学校や児童の様子

を知ってもらうことができた。 

ただ、今回のアンケートで「分からない」と

答えた方があった。児童や学校の様子が伝わっ

ていないことの証であると真摯に受け止め、「見

える化」を図っていきたいと考える。 

学校メールやホームペー

ジ、学校便り等で学校の様

子がよく分かる。 

十分に情報発信ができて

いると感じている。今後と

も積極的な情報は心をお願

いしたい。 

児童と教職員、保護者、

地域、それぞれが信頼し合

える学校運営を期待する。 

 

 

 

 

Ａ 

そ 

の 

他 

○ 働き方改革を

推進し、ゆとり

ある教育活動を

展開する。 

  ２学期より退庁時刻申告表を作成し実施した

ところ、ワークエンゲージメント、ワークマネ

ージメントともに上がり、全体的に退庁時刻が

早くなった。また昨年度と比べると勤務時間も

短くなっている。児童数の減少に伴う教職員数

減はやむを得ない。教育活動の精選、時間の短

縮、業務の効率化を図ることは必須事項として

計画的に進めていきたい。 

  



 


